


巻頭ご挨拶

第45期 国際交流事業委員長 玉置 達也

まず、メンバーの皆様にお礼を申し上げます。交流＆45周年PRに各ク
ラブへ出席していただき、誠にありがとうございました。結果は他クラ
ブ訪問13クラブ、合同例会5クラブ、5部会でした。2024-2025年中野期が
始まって8カ月が経ち、交流事業委員会の事業報告書も現在17枚提出させ
ていただいております。ひとえに皆様のおかげでございます。

交流というのは行き来して付き合うこと、言い換えれば「遊び」だと
思います。巻頭で「交流」を「遊び」だと言ってしまっていいものか分
かりかねますが…ボランティア団体に入会しているのに遊び？となるメ
ンバーもいらっしゃいます。ですが、楽しみながらボランティアをし、
人に喜んでいただく。そして楽しいだけでなく、人と「交流」すること
で知識の共有やスキルの向上といったメリットもたくさんあります。

5月に45周年記念例会、6月に西日本区大会、次期ではございますが8月
にはアジア太平洋地域大会と全13クラブIBC, DBC大交流会と大きな交流
イベントが3つございます。交流委員会一同、精一杯皆様に楽しんでいた
だけるよう準備をしております。お忙しいとは思いますが、お時間を調
整して出席いただきますよう、よろしくお願いいたします。

皆様のご協力とご理解に心から感謝し、これからも共に素晴らしい活
動を続けていけることを楽しみにしております。お互いの交流を通じて、
新たな発見や成長を実感できることを願っております。

国際交流事業委員長
玉置達也



会員増強が課題であるとの鵜丹谷理事の現況報告から始まり、
中井次期理事による方針発表（理事主題は『世界中の仲間とYYYライフを
楽しみましょう‼』）、大野元理事によるラオスでのYMCA国際ホテル専門
学校設立の特別事業の報告など、盛りだくさんの内容でした。

個人的に印象に残ったのは、ガザで希望を失わず学ぼうとする子ども
たちと出会い何を感じたか、貧困問題とは何か、先進国でも子どもの居
場所の貧困の問題があることに触れ、自分の周りで平和の取り組みをす
ることの大切さを示唆された立野チャプレンのお話でした。
懇親会では、京都部次期役員や沖縄クラブを含む部内次期会長らと楽し
く交流を図ることができました。

3月1日の次期会長主査研修会の報告会が8日（土）16：30～よりWITH 
YOUで総勢33名で開催されました。穏塚次期京都部部長の開会宣言・点鐘
で始まり、部長挨拶でご自身の自己紹介からYMCAとの関わりを話されま
した。
その後に各事業の活動計画についての思いを分かり易く皆さんに伝えら
れました。その後 久保田次期EMC事業主任挨拶があり、楽しいワイズラ
イフ・メンバーに会ってみたいと思えるクラブ作りをめざして指導をし
ていきたい！と言う意気込みでした。

途中から山本次期Yサ主任の挨拶もありました、それから各主査・各ク
ラブ会長の挨拶があり、総括で山下部長と武村幹事の言葉と閉会宣言・
点鐘で閉会しました。

休憩後の懇親会では皆さん緊張も解きほぐれ、飲食を楽しんでました。

3月1日 西日本区次期会長・主査研修会 報告

中川 由宇 次期会長

3月8日 西日本区次期会長・主査研修会 報告会

安田 繁治 次期京都部Yサ主査



3/9（日）14時から京都YMCAマナホールで開催されました。今年度は10名の卒業で
した。YMCAのリーダーとして、研修も受けたうえで活動されています。
日々の活動のなかで模索と反省を繰り返し、葛藤もありつつ成長されてきたことが
一人ひとりのスピーチを聞いてわかりました。またクラブや個人からの募金がユー
スの活動に活かされていることがわかり嬉しく思いました。
もう少し私たちとユースリーダーたちと距離が近くなれば、もっと直接的に支援で
きるのではないかとも感じました。
来期はYサ主査に安田ワイズを輩出します。来年はぜひ多くのメンバーで参加し、私
たちも理解を深め、若い力をサポートできるようになりたいと思いました。
参加中野のみ。

3月5日19時より第1回IBC,DBC大交流会実行委員会が行われました。ウエストから
は市橋監事、森田惠三ワイズ、玉置が出席いたしました。
台北ダウンタウンクラブ50周年記念例会と京都ウエスト45周年記念例会が同日とい
うこともあり、第31回アジア太平洋地域大会後に全１3クラブ大交流会を開催いたし
ます。出席予定クラブ：京都ウエスト、台北ダウンタウン、台中グレートビジョン、
東京ひがし、千葉ウエスト、東京西、台北セントラル、大阪西、高雄、台中エバー
グリーン、神戸西、熊本にし、台中エバーライフ（順不同）
皆様ご出席いただきますようお願い申し上げます。

3月9日 2024年度京都YMCAユースボランティアリーダー活動感謝会

中野 かおる 会長

3月5日 第一回IBC、DBC大交流会実行委員会

玉置 達也 国際交流事業委員長



3月20日（木）滋賀県のセンチュリーゴルフ倶楽部でリトセン・チャリティーゴ
ルフが開催されました。まだまだ春は遠いのかなと言うような冷たい朝でしたが、
陽が登ると春らしい気温になり、小鳥のさえずりも聞こえ始めました。
総勢７４名２０組という大コンペでした。
山下部長の挨拶、洛中クラブの竹山実行委員長のルール説明後、各スタートホー
ルへ、我々ウエストチームはスタートまで１時間ほどあったので、待合室で乾杯！
ゆっくりと時を待ちました。
オナーは角谷ワイズ、朝一から２３０ヤードオーバーのビックドライブで始ま
り、次に後藤ワイズ、橘ワイズの「キャー、ワー」という声が聞こえたような、
ワイワイガヤガヤとプレーを致しました。
結果は安田ワイズが２位、３３位の瀬上ワイズ 、とび賞で中野ワイズと、
後藤ワイズ、参加した７名中４名が景品をいただくことになりました。
クラブ対抗戦の結果は３位でした
メンバーや他クラブ方々とたくさん会話し親睦を深めた楽しい日でした。
来期は安田ワイズがＹサ主査を務められるので、このようなゴルフコンペを
ウエストで盛り上げていきたいと思いました。
参加者 中野 安田 角谷 後藤 小川 瀬上 橘

参加人数は、メン19人メネット1人の20人で開催されました。高井龍貴さんの入会
も承認され46期の委員長も新たな顔ぶれが揃いとても楽しそうな46期になりそうな
予感でした。第二例会では、ゼロとの合同になり、新たな企画をドライバー委員長
が考えてくださったり、45周年例会もいよいよ本番が近づき、真剣な話し合いが行
われました。
役員会でも活発な意見交換が行われるようになり、みんなが意見を言える環境が

少しづつできているような気がしてとても良い傾向だと思いました。
語ろう会は、高井ワイズの店で開催されました。ゼロとの合同例会のゲームの確

認や45周年の動きや配置の話し合いなど、とても楽しい二次会になりました。

3月13日 第一例会・語ろう会

吉川 忠 外部書記

3月21日 リトセン・チャリティゴルフコンペ

小川 武志 ドライバー事業委員長
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https://ys-east.or.jp/#gsc.tab=0

https://ys-east.or.jp/member-top/club-news#gsc.tab=0

https://www.youtube.com/watch?v=qt8P5TAOnew
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